
うるま市副市長 上間 秀二

令和２年１１月１２日（木）

【九州・沖縄ブロック】PPP/PFI推進首長会議

うるま市におけるPPP/PFI導入に向けた取り組み

資料３



誕生:平成17年4月1日
（2市2町が合併）

面積:約87㎢（県6位）
人口:124,917人（県3位）

伊計島

宮城島平安座島

浜比嘉島

津堅島

具志川地域

石川地域

勝連地域

与那城地域

サンゴの島 ヌーリ川公園

勝連城跡

1



2



3



4



5



中城湾港新港地区

経済特区（製造業）や沖縄IT津梁パーク（情
報通信業）での企業誘致を積極的に展開し、こ
れまでに多くの雇用を創出。

中城湾港新港地区

那覇港
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主な特産品（農水産物）
 日本一の生産量を誇るもずく  甘味が強い津堅にんじん

 高級な琉球畳の原料となる照間のビーグ
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勝連城跡周辺整備事業について
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勝連城跡の来場者数の現状

勝連城跡
年間入場者数

今後の施設整備に
伴い、増加してくも
のと予測

平成30年度
(2018年度)
18万人
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勝連城跡の観光拠点としての現状

●周辺の飲食施設並びに宿泊施設
の環境が十分とは言えない為、滞
在時間の延⾧や観光消費の拡大に
繋がっていない

「通過型観光」により「18万人」の機会
を最大限取り込めていない
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うるま市全体の活性化
●沖縄県の更なる観光需要拡大機会の
取り込み

●うるま市の主要な観光課題である通過型
観光からの脱却（滞在型への転換）

●観光消費の拡大による市民所得の向上

事業の目的
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事業整備後の平面図イメージと概算事業費等

勝連城跡(4.0㌶)
※史跡区域としては13㌶

文化観光施設(3.2㌶)
事業費:約55億円

（沖縄振興特別推進交付金）

勝連城跡公園(6.8㌶)
事業費:約30億円

（社会資本整備総合交付金）
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完成施設（イベント空間・ショップ・レストラン）イメージ
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完成施設（展示室・ライブシアター）イメージ
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完成施設（勝連城跡公園）イメージ
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事業区域全体完成イメージ
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公民連携手法

区域 項目 公
共

民
間

・勝連城跡
・入口ゲート
・歴史文化施設
・観光ターミナル

整備
費用 ●
設計
施工 ●
管理
運営 ○

・物販飲食施設
・勝連城跡公園

整備
費用 ●
設計
施工 ●
管理
運営 ○

宿泊飲食施設
（勝連城跡
公園内）

整備
費用 ●
設計
施工 ●
管理
運営 ◎

○:運営独立採算
⇒ 利用料金収入により、施設
の維持管理・運営をまかなう

◎:完全独立採算
⇒ 利用料金収入により、施設
の整備、維持管理・運営をま
かなう

観光ターミナル
【指定管理】※維持管理のみ

歴史・文化施設
【指定管理】

本事業の範囲

勝連城跡事業の範囲

文化観光施設事業の範囲

凡例

勝連城跡公園事業の範囲

物産・観光施設
【PFI方式(BTO)＋指定管理】

勝連城跡
【指定管理】

勝連城跡公園
【PFI方式(BTO)＋指定管理】

物販・飲食施設
【PFI方式(BTO)＋指定管理】

既存休憩所
【指定管理】

勝連城跡入口ゲート
【指定管理】

宿泊施設
【設置管理許可】

※設置場所は事業者の提案による

入口広場
【指定管理】
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事業スケジュール

令和3年4月 公募開始

令和3年9月 優先交渉者の決定

令和3年12月 事業契約（30年間）

令和4年4月 一部供用開始

令和8年4月 全施設供用開始（予定）
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勝連城跡周辺整備事業の要点

▶うるま市全体の活性化を図る

▶公民パートナーシップで取り組む

▶勝連城跡周辺を中心とした域内観
光消費の拡大（新たな観光の軸）
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うるま市

複合中心拠点

福祉センター

高校 小学校

小学校

小学校

中学校

高校

高校

高校

市役所

バスターミナル

ヌーリ川公園

再開発事業
（安慶名地区）

ヌーリ川公園の周辺状況

１．概要

★
ヌーリ川公園

ヌーリ川

市役所

再開発

★
ヌーリ川公園

複合中心拠点

安慶名

バスターミナル

高等学校

高等学校
高等学校

高等学校

健康福祉センター

平成23年度より事業化（新設）
面積：6.2ha
種別：近隣公園

みどり町（新市街地）

安慶名地区
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うるま市

２．民間活力の検討

公募設置管理制度（Ｐａｒｋ-ＰＦＩ）の特徴 （国土交通省資料）

平成３０年度
先導的官民連携支援事業
（国土交通省）を活用し、
ＰＦＩ導入可能性調査を
実施。
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うるま市

３．見直し

地域特性や設置後の１０年、５０年後の事を考え、再検討・再整理を行った。

【結果】
以前は、中心市街地として発展していた地区であり、現在は、活性化を取り戻すため再開発事業を行って

いることから、通常の近隣公園としての機能だけでなく、
①地域の課題に対応する役割、
②中心市街地の賑わい・回遊性の再生・創出に貢献する役割、
③財政負担の縮減等
が重要であることから、民間の資金・ノウハウ・アイディアが必要である。

コンセプト

●既存の自然を活かし、自然との触れ合い・癒しを提供する機能
●芝生広場や樹林地で、楽しく健康づくりに取り組める運動機能を充実

●子どもから高齢者、市内外の利用者が集い、賑わう機能を充実
●施設利用を通じた新たなコミュニティを形成支援

●子育て世代のニーズに応える安全安心な空間・機能を提供
●地域特性を活かした様々な体験、学習による子育て支援

●週末だけでなく平日昼間の賑わい創出に資する施設、機能の導入
●市外からも利用者が来園し、楽しめる機能を導入

自然との
ふれあい

多世代交流
コミュニティ形成

子育て支援
体験・学習

商業振興
回遊性

・要求機能（めざすべき姿）
【市の考え】
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うるま市

３．見直し

北 南

民間事業者の参入意欲を確認できた。

【イメージ】

市が考える要求機能について、民間事業者と対話を行いイメージを作成した。

現時点でのイメージ（R2.3)

カフェ等
多目的広場
（人工芝）

駐車場

遊び広場

キャンプ・BBQ場
散策路・自然観察 眺望の丘

ヌーリ川の活用

県道75号線

第１期 ： 令和７年度中の供用開始を想定
第２期 ： 現在検討中
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うるま市

４．今後の進め方

用地取得目標年度や予算状況を踏まえた想定事業スケジュールは下記のとおり。
ただし、事業者が提案する内容（造成工事の内容等）や適用する事業スキームにより変動する可能性がある。

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

用地先行取得（第１期）

公募 基本計画等（協議含む）

造成工事等

設計（民間）

施工（民間）

部分供用（第1期）

説明会・アンケート・ワークショップ等
民間事業者との対話
公募準備

公園条例改正 用途地域の見直し

※ 第２期の内容・スケジュールについては、市民等と協働でつくる。

基本構想の再整理

【第１期スケジュール】
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うるま市

７月

• 説明会

•市の考え方の説明

８月

•アンケート調査

•エリア（複合中心拠点）における公園の役割

10月

• 第１回ワールド・カフェ

•周辺散策・地域を歩く・みる・知る（エリアを見渡す）

11月

• 第２回ワールド・カフェ

•公園で出来ること・将来像

１月

•第３回ワールド・カフェ

•公園の将来像

３月

•報告会

•ヌーリ川公園の目指す姿（将来像）

以降

•エリアマネジメントに向けた勉強会・組織づくり

•小規模イベント等の開催（社会実験等）

プラットホームをつくる
（多様な人との交流の場）

機運醸成機運醸成協働によるシンボル公園づくり
公園づくりに向けた活動を展開し、機運醸成を図る。

ポジティブシンキング
（考える）

まとめ
（目指す姿を語る）

市民の思いを知る
（市民意見の把握）

エリアを見極める
（地域特性の把握）

将来像を共有する
（多様な人とつながる）

途切れさせない
（担い手の確保・育成）

４．今後の進め方
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うるま市

５．まとめ

複合中心拠点の賑わいと回遊性の創出に貢献する公園施設整備整備目標

市民に愛される「シンボル（公園）」を創る！

社会が成熟化し、市民の価値観も多様化する中、公園が持つ
多機能性を都市のため、地域のため、市民のために発揮させる。

自然との
ふれあい

多世代交流
コミュニティ形成

子育て支援
体験・学習

商業振興
回遊性

・要求機能（めざすべき姿）

☆エリアの賑わいを取り戻す！

☆癒し空間を創る！

☆みんなが集える空間を創る！

☆地域で育てる場を創る！

単なる公園としての機能ではなく、エリア（複合中心拠点）内にある一つの空間として、エリア価値・市民生
活の質（QOL）の向上に貢献する空間（公園）を創る必要がある。

エリア内にあるヌーリ川公園に、「地域課題に対応する拠点・機能」を創ること。

『まちなかの賑わいと癒しから始まるパークライフ』コンセプト

ヌーリ川公園は、

民間の力
（資金・ノウハウ・アイディア）
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